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介護保険制度を取り巻く課題と介護情報基盤

○限りある資源を有効に活用しながら、質の高い効率的な介護サービス提供
体制を確保する必要

○介護事業所や自治体におけるICT 等を活用した業務の効率化が喫緊の課題

課題
介護サービスの需要が増大・多様化（←団塊ジュニア世代の高齢化）

介護分野における人材不足（←生産年齢人口の急減）

介護情報基盤の整備
利用者本人、市町村、介護事業所、医療機関といった関係者が利用者に関する情報
（要介護認定情報、医療情報、ケアプラン情報等）を電子で共有、活用

業務の効率化を実現

・職員の負担軽減

・情報共有の迅速化 等

介護サービスの質の向上

・事業所間及び多職種間の連携の強化

・本人の状態に合った適切なケアの提供 等



介護情報基盤の活用イメージ

ケアプランデータ
連携システム

ケアプランデータ連携システム構築事業における普及促進策

（フリーパスキャンペーン）



ケアプランデータ連携システムについて

「標準仕様」

（データ交換するための形式等の標準的な規約）

●サービス提供票(予定)

（第6表、第7表）

●居宅サービス計画書

（第1表、第2表）

サービス提供票(実績)

（第6表、第7表）

サービス提供票(実績)

（第6表、第7表）

標準仕様データ

データ受信・取込 データ作成・送信

実績入力・集約

データ作成・送信 データ受信・取込

実績自動反映

介護サービス事業所Ｂ

報酬請求報酬請求

介護サービス事業所Ｂ

居宅介護支援事業所Ａ 居宅介護支援事業所Ａ

ケアプランケアプラン ●サービス提供票(予定)

（第6表、第7表）

●居宅サービス計画書

（第1表、第2表）

実績手入力(転記）

実績手入力(転記）

手書き/印刷

手書き/印刷

サービスの実績を手入力

するため、かかる手間が

大きく、転記ミスが起こり

請求が返戻されるリスク

が高く、事務負担大

転記ミスがなく、返戻

のリスクが大幅に軽減。

事務負担軽減・効率化

ケアプランデータ連携システム

返戻

返戻

Miss

Miss

Miss

Miss

Miss
(※)介護給付を請求

する機能は、介護ソフ

トの機能となります。



フリーパスキャンペーンについて



フリーパスキャンペーンについて



インターネット請求について

現在、介護報酬等の請求をCD-Rや紙で提出されている事業所におかれましては、
インターネット請求への切り替えをご検討ください。




